
　　妊娠に関する支援

No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

1 母子健康手帳の交付 妊娠届出をした方
●母子健康手帳を交付

●妊婦健診・乳児健診の受診票を交付

子育て健康課

健康増進担当

2 初回産科受診料支援事業
住民税非課税世帯または

同等の所得水準の妊婦さん

●初回産科受診料を補助（上限1万円）

●関係機関との連絡調整を支援

3

妊婦に対する

遠方の産科医療機関等で受診する

妊婦健診時にかかる交通費支援事業

妊婦健診時に、自宅や里帰り先から

最寄りの分娩取扱施設まで概ね60分

以上の移動が必要な妊婦さん

●産科医療機関等までの交通費を支援

4

妊婦に対する

遠方の分娩取扱施設への交通費及び

宿泊費支援事業

出産時に、自宅や里帰り先から

最寄りの分娩取扱施設まで概ね60分

以上の移動が必要な妊婦さん

●分娩取扱施設までの交通費を支援

●分娩施設の近隣で待機するための

　宿泊費を支援

5
妊婦あんしんタクシー利用者

助成事業

出産のために医療機関までの交通

手段がない妊婦さん

●タクシーを利用した時の費用を助成

（1回の出産につき、上限1万5千円）

6 妊婦一般健康診査
健康管理のために医療機関で健診を

受ける妊婦さん

●医療機関で受ける健診費用を助成

（14回、1回につき上限6千円）

※6千円を超えた分については自己負担

7 多胎妊娠の妊婦健康診査支援 多胎児を妊娠した妊婦さん

●妊婦一般健康診査の14回を超える分

の健康診査に係る費用の一部を助成

（最大5回、1回につき上限6千円）

※6千円を超えた分については自己負担

8 妊婦歯科健診 妊婦さん

●妊婦歯科健診の費用を無料で助成

※市が交付する妊婦歯科健診受診券を

市内の指定歯科医院に提出する必要あり

9 ママパパ学級 妊婦さんとその夫

●妊娠・出産・育児に関する知識や技術

を学ぶ教室

（妊婦体操・呼吸法、栄養、スキンケ

ア、各種制度の紹介など）

10 産婦健康診査 出産後のお母さん

●産婦健康診査費用を助成

（産後2週間と1か月の各1回、1回に

つき、上限5千円）

※5千円を超えた分については自己負担

11 妊産婦健康相談 妊婦さんや産後のお母さん ●保健師による電話・面接相談

12 妊産婦訪問 妊婦さんや産後のお母さん
●保健師による妊娠中・産後の生活に

関する訪問相談

13
こうのとり支援事業

（不妊治療費助成事業）

夫または妻が市内に1年以上住所が

あり、医療機関で不妊症と診断され

治療を行っている夫婦（事実婚を

含む）

●不妊治療費の一部を助成

（医療費の自己負担額とし、1年度に

つき30万円まで）

※県や他団体からの給付を受けられる

場合は、その額を控除した額

14 伴走型相談支援事業 妊婦さんや子育て世帯
●保健師等の専門職による妊娠期から

子育て期の相談支援

15 妊婦のための支援給付事業 妊婦さん

●妊娠届出時の保健師等との面談後、

申請により妊娠1回・出産後お子さん

1人につき各5万円を支給

 ※他市町村で支給を受けている場合は

対象外、死産・流産をした場合でも申請

可能

子育て健康課
子育て支援担当
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　　子育てに関する支援

No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

16 出産育児一時金 出産した国民健康保険の加入者

●出産育児一時金として、世帯主に

50万円を支給

※産科医療保障制度における出産でない

場合は、48万8千円を支給

市民課

国保年金担当

17 児童手当給付事業
高校生年代までのお子さんを監護・

養育する世帯

●児童手当を支給

（0歳～3歳未満は月額1万5千円、

3歳～高校生年代は月額1万円、0～22

歳までの児童を保護者が経済的に養育

している場合、第3子以降は月額3万

円）年6回、偶数月に2か月分を支給

子育て健康課
子育て支援担当

18
子育て支援医療費助成金

支給事業（医療費無料）

0歳から18歳（高校3年生）までの

お子さんを持つ保護者

●お子さんの保険診療の窓口での自己負

担分を無料

19
ひとり親家庭医療費助成事業

（医療費無料）

0歳から18歳（高校3年生）までの

お子さんを扶養するひとり親家庭の

親とお子さんや父母のいない児童

●保険診療の窓口での自己負担分を無料

※所得制限あり

20 ひとり親家庭自立支援給付金制度
20歳未満のお子さんを養育する

ひとり親

●職業能力向上や就職を支援する給付金

を支給

【自立支援教育訓練給付金】

ひとり親による市指定の教育訓練給付

講座の受講費用の6割相当を支給

【高等職業訓練促進給付金】

ひとり親による看護師等の高度な技能を

要する資格取得のための1年以上の修業

に係る給付金を支給

21 児童扶養手当給付事業
父または母と生計を同じくして

いない児童を養育する家庭

●児童扶養手当を支給

※支給額は所得額等により異なる

22 大月市病児・病後児保育

仕事などの都合により病気中または

病気回復期のお子さんを家庭で保育

できない方

●市立中央病院に併設された保育施設で

お子さんを一時的に預かる

23 発育発達相談
発育や発達に心配のあるお子さんと

保護者

●お子さんのからだ・ことば・落ち着き

などに関する専門家による予約制相談

子育て健康課

健康増進担当

24 インフルエンザ予防接種助成事業
生後6か月～高校生相当までの

お子さん

●指定医療機関でのインフルエンザ予防

接種費用の一部を助成

（上限2,500円、1回のみ）

※2,500円を超える額は自己負担

※毎年10月1日～翌年の1月31日まで

25 造血幹細胞移植後予防接種支援事業 造血幹細胞移植を受けた方
●造血幹細胞移植後の予防接種費用の

一部を助成

26
母子手帳アプリ

「子育てアプリ　おおつき」
妊婦さんや子育て世帯

●妊娠期から子育て期までの子育てに役

立つ情報配信や記録、児童の成長の共有

ができるアプリ

27 子育て短期支援事業

保護者の病気、冠婚葬祭、仕事等に

より、一時的に家庭での養育が困難

な18歳までのお子さん等

●児童養護施設等での一時預かり

【短期入所支援（ショートステイ）】

6泊7日以内の一時預かり

※緊急な事由があると判断した場合に

のみ特例として延長が可能

【夜間養護等（トワイライトステイ）】

平日午後6時から8時まで、土日祝日

午前9時から午後6時までの一時預かり

≪お預かり施設≫

・社会福祉法人葛葉学園

子ども家庭支援センター花みずき

（原則3歳以上）

・社会福祉法人子育ち・発達の里乳児院　

ひまわり（首のすわった0歳～6歳児）

子育て健康課
子育て支援担当



No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

28
こども入院時食事療養費

助成事業
0歳～18歳までのお子さん

●入院時の食事療養費を償還払いに

より助成
子育て健康課
子育て支援担当

29
フリースクール等利用料

助成事業

不登校等によりフリースクール等に

通う小中学生の保護者

●フリースクール等の授業料を月3万

円を上限に助成

　　新生児・乳児期に関する支援

No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

30 新生児・乳児・産婦訪問 新生児・乳児とそのお母さん
●保健師による赤ちゃんの発育・

栄養・疾病予防などの相談支援

子育て健康課

健康増進担当

31 産後ママの安心相談室 生後1～4か月の赤ちゃんとお母さん

●保健師または助産師による相談

（育児相談、母乳に関する相談、体重

測定、お母さん自身の体調の相談等）

32 育児教室 生後1か月の赤ちゃんとお母さん
●予防接種の説明

●お母さん同士の交流会を開催

33 予防接種
各予防接種の対象年齢に該当する

子ども

●子どもの定期予防接種費用を助成

※予防接種の説明書と予防接種予診票

は、育児教室で配布

34 もぐもぐ（離乳食）教室
生後3か月～6か月頃の赤ちゃんと

お母さん

●成長に合わせた栄養や離乳食の学習

●栄養士による個別相談

35 ベビマ教室
生後2～4か月頃の赤ちゃんと

お母さん・お父さん

●助産師からベビーマッサージの方法

を学ぶ教室

36 乳幼児健康診査
4か月児、9か月児、1歳6か月児、

2歳児、3歳児など

●4か月児健診・9か月児健診・1歳

6か月児健診・2歳児歯科健診・3歳児

健診・5歳児健診を実施

●保健師等による育児相談、栄養相談

37 新生児聴覚検査 新生児聴覚検査を受ける新生児

●新生児聴覚検査費用の一部を助成

（1回につき上限3千円）

※3千円を超えた分は自己負担

38 乳児一般健康診査
1か月児健康診査及び乳児一般健康

診査の対象となる乳児

●指定医療機関での健診費用の一部を

助成

【1ヶ月児健康診査】

・生後28日～41日まで　

・上限6千円

【乳児一般健康診査】

・生後6ヶ月～誕生日前々日まで　

・上限5,350円

39 未熟児養育医療費助成金
体重2,000グラム以下等、身体が未熟

な状態で出生した児童

●入院に係る保険適用内の費用を助成

※養育医療指定医療機関（県内外問

わず）に入院している場合に助成対象

※申請は退院後は不可のため入院中に

行うこと

子育て健康課
子育て支援担当

40 ブックスタート事業 赤ちゃんとその保護者 ●絵本を贈り、子育てを応援 市立図書館

　　幼児期に関する支援

No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

41 一時預かり事業
保護者の急な用事やリフレッシュ等

で一時的に保育が必要な就学前児童
●一時的に児童を預かる

・初狩保育所

（公立）

・令和にこにこ園

（私立）



No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

42 保育園・保育所
保護者の就労や疾病などにより家庭
で家庭で保育できない子ども

●保護者に代わって保育する施設
【保育所（公立）】
初狩保育所
【保育園（民間）】
真木保育園、大月保育園
※公立・民間による手続き・保育料
の違いなし

子育て健康課
保育支援担当

43 幼稚園 満3歳から小学校就学前までの幼児

●心身の発達を助長する教育施設
【私立幼稚園】1園
※入園手続き等の詳細は幼稚園へ
問い合わせ

大月キリストの
教会幼稚園 

44 認定こども園 満3歳から小学校就学前までの幼児
●教育・保育施設
【認定こども園】2園

・令和にこにこ園
・とりさわ認定
こども園

45 こども誰でも通園制度
0歳6ヶ月～満3歳未満で保育所等に
通園していないお子さん

●月10時間まで保育所等に通園
できる制度
（初狩保育所、1時間300円）

・初狩保育所
（公立）

・子育て健康課
保育支援担当

46 保育所等給食費負担軽減事業 保育所等に通園する児童
●給食費の一部を還付
（月最大5,900円）

子育て健康課
保育支援担当

　　児童期に関する支援

No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

47 大月市学童クラブ
市内小学校1年生～6年生で、昼間
保護者が家庭にいない児童

●適切な遊びや生活の場を提供
（月額3千円（※8月分は7千円））

子育て健康課
保育支援担当

48 大月市児童館 18歳未満の子ども
●遊び場や親同士の交流の場の提供
●子育てに関する情報提供や相談

大月市社会福祉
協議会

大月市児童館
49 ファミリーサポートセンター

子育ての手助けをしてほしい方、
手助けができる方

●会員登録により子育ての相互援助
活動を行う
※依頼会員のみ負担金あり
（昼間1,000円/時間、早朝・夜間・
土日祝日・年末年始1,200円/時間）

50 チャイルドケア・サービス事業 小学校就学前の子どもとその保護者
●親子あそびや交流の場を提供
（大月市児童館、無料）

51 大月市放課後子ども教室 小中学生

●放課後や週末等の居場所づくり
●学習やスポーツ、文化活動を実施
（イーゼルアクション（子ども造形
教室）、レインボーKIDS（マーチン
グバンド教室）、笹子追分人形クラ
ブ、織物教室）

社会教育課
社会教育担当

52
児童生徒の登下校に係る路線バス等
の定期券支給事業

概ね1キロメートル以遠から通学する
児童生徒

●路線バス等の定期券を無償支給
学校教育課

学校づくり担当

53 英語検定料助成金交付制度
小中学校に在籍する児童生徒の
保護者

●実用英語技能検定（英検）の受験
料の一部を助成
（小学生…5級 検定料の2分の1、
4級以上 全額、中学生…4,5級 2分の
1、3級以上 全額）

学校教育課
こどもの学び
支援担当

54 児童・生徒の就学援助費制度
経済的な理由により就学が困難な
子どもを持ち、基準により認定
された世帯の保護者

●学校にかかる費用の一部を援助 学校教育課
こどもの学び
支援担当

55 国際理解を深める英会話推進事業 小中学生
●英語指導助手を配置し、外国の
言語や文化理解、英語力を強化する



No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

56 教育支援室
子育てや進路、学校生活、特別支援

教育等に悩みのある保護者

●教育相談員等（教員経験者）に

よる相談支援

●学校や家庭での教育活動全般の

指導や助言などの総合的支援 

学校教育課

教育支援室

57 大月市教育支援センター「つむぎ」 不登校や不登校傾向にある児童生徒
●学校適応、学校復帰、社会的自立

に向けた支援

学校教育課

大月市教育支援

センター

「つむぎ」

58 学校給食費無償化 市内小中学校に通学する児童生徒 ●学校給食費を無償化
学校教育課

学校給食担当

59
大月市学校給食食物アレルギー等

対応補助金

市内小中学校に通学し、毎食弁当を

持参している児童生徒の保護者

●給食の代替として弁当持参する

場合に補助金を交付

　　進学支援に関する

No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

60 大月短期大学修学費用の軽減
大月短期大学の入学生のうち、

市内在住者及び市外在住者

●修学費用を軽減

（市内在住者11万円、市外在住者　

20万円）

大月短期大学

61 小林宏治育英奨学金給付事業

市内に住所を有し、県内の高校から

大学に在学する者で、品行方正・

成績優良・身体強健かつ学資の支弁

が困難と認められる者

 ●奨学金を支給（年12万円以内）
学校教育課

学校づくり担当

62
地方独立行政法人大月市立中央病院

看護学生修学支援金貸与事業

看護師養成所等に在学し、将来大月

市立中央病院への勤務を希望する方
●修学資金を貸与（月額5万円）

地方独立行政法人

大月市立中央病院

63 大月市奨学金返還支援補助金

市内事業所等に勤務し、大月市に

住民登録している者で、奨学金を

返還している方

●奨学金返還を補助

（1年度につき上限20万円、最長60

月分）

産業観光課

産業振興担当

　　住まいに関する支援

No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

64 市営住宅への入居
高齢者世帯、障害者世帯、18歳未満

の子どもがいる世帯、新婚世帯など

 ●収入基準等の入居要件を満たす方

を対象に市営住宅を提供し、18歳未

満の子どもがいる世帯や新婚世帯等

は一定の条件のもと収入基準を緩和

建設課

住宅担当

65 木造個人住宅耐震診断支援事業

昭和56年5月31日以前に着工した

木造個人住宅（2階建以下・延床面積

300㎡未満）の所有者

●耐震診断を実施し、診断費用は

市が全額負担

建設課

土木建築担当

66 木造住宅耐震改修等支援事業
耐震診断で補強の必要があると

された木造住宅の所有者

●耐震改修等工事費の一部を補助

（工事費の10分の10以内、上限125

万円）

67 木造住宅耐震シェルター設置事業

耐震診断で補強の必要があると

された木造住宅に耐震シェルターを

設置する高齢者等世帯の所有者

●耐震シェルター設置費の一部を

補助

（設置費の10分の10以内、限度額

36万円）

68 ブロック塀等安全確保対策支援事業

避難路に面した危険性の高い

ブロック塀等の除却又は耐震改修

工事を行う所有者

●除却又は耐震改修工事費の一部を

補助（対象経費の3分の2以内、一般

路線上限20万円、重要路線上限30万

円）

69
家庭用リチウムイオン蓄電池設置

補助事業

家庭用リチウムイオン蓄電池を設置

する人

●設置費用の一部を補助

（一律5万円）

市民課

生活環境担当



No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

70 浄化槽設置補助事業
下水道未整備区域で合併浄化槽を

設置する人

●合併浄化槽の設置費用の一部を

補助（5人槽33万2千円、 6-7人槽

41万4千円、 8人槽以上54万8千

円）

地域整備課

都市整備担当

71
下水道事業に係る宅地内排水設備設

置工事費補助事業

下水道に接続するため排水設備の

改造工事を行う人

●排水設備改造工事費の一部を補助

（工事費の2分の1、上限10万円）

72 資金融資斡旋制度
下水道の供用開始から3年以内に宅地

内排水設備工事を行う方

 ●市内金融機関からの融資あっせん

と、融資を受けた場合の利子を補助

（1世帯につき上限50万円）

※補給額は年利率5%を限度とし、

延滞金利子は含まれない

73 下水道使用料免除制度
排水設備の改造工事を行い、新たに

下水道へ接続した方
●下水道使用料を12か月免除

74 大月市定住促進住宅取得助成金制度 市内に新築住宅を取得した人 ●最大200万円の助成金を交付

企画財政課

地域活性化担当

75
大月市定住促進中古住宅取得助成金

制度
市内に中古住宅を取得した人 ●最大150万円の助成金を交付

76 大月市新婚世帯家賃助成金制度
市内の民間賃貸住宅を利用する新婚

世帯

●最大月2万円、最長24か月間家賃

の一部を助成

77 大月市結婚新生活支援事業補助金 市内で結婚生活を始める新婚世帯

●居住費や引越し費用等を最大60万

円まで助成

※所得、年齢等に制限あり

78
大月市転入子育て世帯家賃助成金制

度

市内の民間賃貸住宅を利用する市外

から転入してきた子育て世帯

●最大月2万円、最長24か月間家賃

の一部を助成

79 大月市移住支援金制度
東京圏から大月市に移住し、就業

または起業した方
●移住支援金を交付

80
子育て世帯住宅取得支援事業費

補助金

婚姻後5年以内の新婚世帯または

子育て世帯

●住宅取得やリフォーム費用等を最

大90万円まで助成

※所得、年齢等に制限あり

81 空き家バンク制度
空き家を貸したい・売りたい方、

または大月市で住宅を探している方

●空き家の売買・賃貸物件情報を

提供し、所有者と利用希望者の

マッチングを支援

　　起業・就職に関する支援

No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

82 企業立地奨励制度
新規企業の立地や既存企業の増設を

検討している方

●企業立地奨励金及び雇用促進奨励

金を交付

※一定の要件が必要

産業観光課

産業振興担当

83
小規模商工業者事業資金利子補給

制度

資金調達に苦慮している市内小規模

商工業者

●支払利子の一部（60％）を5年間

補給（年額15万円上限）

84
特定創業支援事業を受けた創業者

への支援
大月市で新たに創業する事業者

●大月市商工会や市内金融機関等の

協力を得ながら、創業前から開業後

まで支援を行う 

85 大月市空き家店舗活用事業補助金
市内の空き家や空き店舗を活用して

起業する方

●店舗改修や賃借料等の一部を補助

（内装・工事費（経費の2分の1・上

限50万円）、店舗賃借料（月額の2

分の1・上限2万円／月・最長1年

間）

86 販路拡大支援事業補助金 大月市内の中小企業者
●商談会・展示会等への出展経費の

一部を補助



No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

87 大月市地方就職学生支援事業
東京圏の大学等に通う学生で、

大月市への地方就職を希望する人

●就職・移住に伴う交通費や引越し

費用等の一部を補助

企画財政課

地域活性化担当

　　暮らしに関する支援

No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

88
すこやか大月市民健診

（人間ドック）

国民健康保険に加入している35歳・

40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・

65歳の方

●人間ドックを実施（自己負担1万3

千円）
市民課

国保年金担当

89 特定健診
国民健康保険に加入している40歳～

74歳の方

●メタボリックシンドローム（内臓

脂肪症候群）に着目した健診を実施

※健診費用の一部自己負担あり

90 健康診査（若年健診・ 高齢者健診）

20歳～39歳の国民健康保険加入者、

20歳以上の社会保険被扶養者、75歳

以上の後期高齢者医療保険加入者

●健診を実施

※健診費用の一部自己負担あり

子育て健康課

健康増進担当

91 がん検診

肺がん・大腸がん・胃がん・乳が

ん・子宮頸がん（前年度末未受診の

方）等の検診対象者、腹部超音波

検査・PSA検査の対象者

●がん検診、腹部超音波検査、PSA

検査を実施

※各検診は対象年齢があり、検診

費用の一部自己負担あり

92 子宮頸がんバス検診 20歳～59歳の方 ●年2回バス検診を実施

93 乳がんバス検診 20歳以上の女性 ●年3回バス検診を実施

94 成人歯科健診 20歳以上の方

●無料で歯科健診を受けられる

※市が交付する成人歯科健診受診券

を市内の指定歯科医療機関に提出す

る必要あり

95 特定保健指導

特定健診の結果、メタボリックシン

ドロームのリスクがあり、生活習慣

改善による予防効果が期待できる方

●保健師・栄養士が生活サポートを

行う

96
大月のさんぽみち

（ウォーキングマップ）
市民

●全30コースのウォーキングコース

や正しいウォーキングフォーム等を

紹介し健康ウォーキング教室を実施

97 健康相談
健診の結果や栄養等について相談

したい本人やそのご家族

●保健師や栄養士が健康相談に

応じる

98 体力・運動能力調査 20歳以上の方
●年1回、体力・運動能力調査を実施

（無料）

社会教育課
スポーツ振興担当

99 市民相談 市民

●専門員による各種相談を無料で実

施（行政相談、人権相談、法律相

談、登記相談、消費生活相談など）
市民課

生活環境担当

100 生ごみ処理容器等購入助成事業
生ごみ処理容器および処理機を購入

する方

●購入費の一部を助成

（2分の1以内、生ごみ処理容器等は

上限3千円、生ごみ処理機は上限2万

円）

101 ふれあい農園
農園利用を希望する市内在住者

および市外在住者

●梁川町塩瀬（やながわ農園）およ

び猿橋町伊良原（さるはし農園）で

市民農園を開園し、野菜作りの場を

提供

年間使用料は市内在住者7,000円～

8,000円、市外在住者8,800円～

10,000円

産業観光課

農林業担当



No 制度名 対 象 者 支 援 内 容 問合せ先

102 特別聴講生制度 市民 ●大月短期大学の授業を受講できる

大月短期大学

103
市民のための相談室

（大月短期大学）
市民

●大月短期大学の専任教員が、各

専攻分野に関する生活上の疑問や

問題について市民の相談に対応

104
シルバーお出かけパス＆障害者

お出かけパス
高齢者（65歳以上）および障害者の方

●年間5千円の自己負担で

「お出かけ年間パス」を交付

福祉介護課
・福祉総務担当

・障害者支援担当

105 高齢者運転免許証自主返納支事業
満70歳以上で有効期限内の運転免許証

を自主返納した方
●5千円をチャージしたSuicaを交付

市民課

生活環境担当

問合せ先一覧

市外局番：0554

課名・担当名・ダイヤルイン

　・企画財政課　　　地域活性化担当　　　　　23-5011　　　　　　　　　・地方独立行政法人　　　　　22-1251

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月市立中央病院　　　　　

　・市民課　　　　　生活環境担当　　　　　　23-8023　　　　　　　　　・大月市立大月短期大学　　　22-5611

　　　　　　　　　　国年金担当　　　　　　　23-8037

　・福祉介護課　　　福祉総務担当　　　　　　23-8030　　　　　　　　　・大月市立図書館　　　　　　22-4815

　　　　　　　　　　障害者支援担当　　　　　23-8031

　・子育て健康課　　子育て支援担当　　　　　23-8032　　　　　　　　　・大月市児童館　　　　　　　23-1152

　　　　　　　　　　保育支援担当　　　　　　23-6232　　　　

　　　　　　　　　　健康増進担当　　　　　　23-8038

　・学校教育課　　　学校づくり担当　　　　　23-8048　　　　　　　　　・大月市教育支援センター　　23-7066

　　　　　　　　　　こどもの学び支援担当　　23-8047　　　　　　　　　　「つむぎ」

　　　　　　　　　　教育支援室　　　　　　　23-8058

　　　　　　　　　　学校給食担当　　　　　　22-4747

　・社会教育課　　　社会教育担当　　　　　　23-8050　　　　　　　　　・大月キリストの教会幼稚園　22-0312

　　　　　　　　　　スポーツ振興担当　　　　23-8051

　・産業観光課　　　産業振興担当　　　　　　20-1857　　　　　　　　　・令和にこにこ園　　　　　　22-2525

　　　　　　　　　　農林業担当　　　　　　　20-1833

　・建設課　　　　　土木建築担当　　　　　　20-1851　　　　　　　　　・とりさわ認定こども園　　　26-5310

　　　　　　　　　　住宅担当　　　　　　　　20-1852

　・地域整備課　　　都市整備担当　　　　　　20-1855　　　　　　　　　・初狩保育所　　　　　　　　25-6707
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	児童扶養手当給付事業
	父または母と生計を同じくして いない児童を養育する家庭
	●児童扶養手当を支給 ※支給額は所得額等により異なる
	大月市病児・病後児保育
	仕事などの都合により病気中または病気回復期のお子さんを家庭で保育できない方
	●市立中央病院に併設された保育施設でお子さんを一時的に預かる
	発育発達相談
	発育や発達に心配のあるお子さんと保護者
	●お子さんのからだ・ことば・落ち着きなどに関する専門家による予約制相談
	子育て健康課 健康増進担当
	インフルエンザ予防接種助成事業
	生後6か月～高校生相当までの お子さん
	●指定医療機関でのインフルエンザ予防接種費用の一部を助成 （上限2,500円、1回のみ） ※2,500円を超える額は自己負担 ※毎年10月1日～翌年の1月31日まで
	造血幹細胞移植後予防接種支援事業
	造血幹細胞移植を受けた方
	●造血幹細胞移植後の予防接種費用の 一部を助成
	母子手帳アプリ 「子育てアプリ　おおつき」
	妊婦さんや子育て世帯
	●妊娠期から子育て期までの子育てに役立つ情報配信や記録、児童の成長の共有ができるアプリ
	子育て短期支援事業
	保護者の病気、冠婚葬祭、仕事等により、一時的に家庭での養育が困難な18歳までのお子さん等
	●児童養護施設等での一時預かり 【短期入所支援（ショートステイ）】 6泊7日以内の一時預かり ※緊急な事由があると判断した場合に のみ特例として延長が可能 【夜間養護等（トワイライトステイ）】 平日午後6時から8時まで、土日祝日 午前9時から午後6時までの一時預かり ≪お預かり施設≫ ・社会福祉法人葛葉学園 子ども家庭支援センター花みずき （原則3歳以上） ・社会福祉法人子育ち・発達の里乳児院　ひまわり（首のすわった0歳～6歳児）

	No
	制度名
	対象者
	支援内容
	問合せ先
	こども入院時食事療養費 助成事業
	0歳～18歳までのお子さん
	●入院時の食事療養費を償還払いに より助成
	フリースクール等利用料 助成事業
	不登校等によりフリースクール等に通う小中学生の保護者
	●フリースクール等の授業料を月3万円を上限に助成

	　　新生児・乳児期に関する支援
	No
	制度名
	対象者
	支援内容
	問合せ先
	新生児・乳児・産婦訪問
	新生児・乳児とそのお母さん
	●保健師による赤ちゃんの発育・ 栄養・疾病予防などの相談支援
	子育て健康課 健康増進担当
	産後ママの安心相談室
	生後1～4か月の赤ちゃんとお母さん
	●保健師または助産師による相談 （育児相談、母乳に関する相談、体重測定、お母さん自身の体調の相談等）
	育児教室
	生後1か月の赤ちゃんとお母さん
	●予防接種の説明 ●お母さん同士の交流会を開催
	予防接種
	各予防接種の対象年齢に該当する 子ども
	●子どもの定期予防接種費用を助成 ※予防接種の説明書と予防接種予診票は、育児教室で配布
	もぐもぐ（離乳食）教室
	生後3か月～6か月頃の赤ちゃんと お母さん
	●成長に合わせた栄養や離乳食の学習 ●栄養士による個別相談
	ベビマ教室
	生後2～4か月頃の赤ちゃんと お母さん・お父さん
	●助産師からベビーマッサージの方法を学ぶ教室
	乳幼児健康診査
	4か月児、9か月児、1歳6か月児、 2歳児、3歳児など
	●4か月児健診・9か月児健診・1歳 6か月児健診・2歳児歯科健診・3歳児健診・5歳児健診を実施 ●保健師等による育児相談、栄養相談
	新生児聴覚検査
	新生児聴覚検査を受ける新生児
	●新生児聴覚検査費用の一部を助成 （1回につき上限3千円） ※3千円を超えた分は自己負担
	乳児一般健康診査
	1か月児健康診査及び乳児一般健康 診査の対象となる乳児
	●指定医療機関での健診費用の一部を助成 【1ヶ月児健康診査】 ・生後28日～41日まで　 ・上限6千円 【乳児一般健康診査】 ・生後6ヶ月～誕生日前々日まで　 ・上限5,350円
	未熟児養育医療費助成金
	体重2,000グラム以下等、身体が未熟な状態で出生した児童
	●入院に係る保険適用内の費用を助成 ※養育医療指定医療機関（県内外問 わず）に入院している場合に助成対象 ※申請は退院後は不可のため入院中に行うこと
	ブックスタート事業
	赤ちゃんとその保護者
	●絵本を贈り、子育てを応援
	市立図書館

	　　幼児期に関する支援
	No
	制度名
	対象者
	支援内容
	問合せ先
	一時預かり事業
	保護者の急な用事やリフレッシュ等で一時的に保育が必要な就学前児童
	●一時的に児童を預かる

	No
	制度名
	対象者
	支援内容
	問合せ先
	保育園・保育所
	保護者の就労や疾病などにより家庭で家庭で保育できない子ども
	●保護者に代わって保育する施設 【保育所（公立）】 初狩保育所 【保育園（民間）】 真木保育園、大月保育園 ※公立・民間による手続き・保育料の違いなし
	子育て健康課 保育支援担当
	幼稚園
	満3歳から小学校就学前までの幼児
	●心身の発達を助長する教育施設 【私立幼稚園】1園 ※入園手続き等の詳細は幼稚園へ 問い合わせ
	大月キリストの教会幼稚園
	認定こども園
	満3歳から小学校就学前までの幼児
	●教育・保育施設 【認定こども園】2園
	こども誰でも通園制度
	0歳6ヶ月～満3歳未満で保育所等に 通園していないお子さん
	●月10時間まで保育所等に通園 できる制度 （初狩保育所、1時間300円）
	保育所等給食費負担軽減事業
	保育所等に通園する児童
	●給食費の一部を還付 （月最大5,900円）
	子育て健康課 保育支援担当
	　　児童期に関する支援
	No
	制度名
	対象者
	支援内容
	問合せ先
	●放課後や週末等の居場所づくり ●学習やスポーツ、文化活動を実施 （イーゼルアクション（子ども造形教室）、レインボーKIDS（マーチングバンド教室）、笹子追分人形クラブ、織物教室）

	No
	制度名
	対象者
	支援内容
	問合せ先

	　　進学支援に関する
	No
	制度名
	対象者
	支援内容
	問合せ先
	大月短期大学修学費用の軽減
	大月短期大学の入学生のうち、 市内在住者及び市外在住者
	●修学費用を軽減 （市内在住者11万円、市外在住者　20万円）
	大月短期大学
	小林宏治育英奨学金給付事業
	市内に住所を有し、県内の高校から大学に在学する者で、品行方正・ 成績優良・身体強健かつ学資の支弁が困難と認められる者
	●奨学金を支給（年12万円以内）
	学校教育課 学校づくり担当
	地方独立行政法人大月市立中央病院看護学生修学支援金貸与事業
	看護師養成所等に在学し、将来大月市立中央病院への勤務を希望する方
	●修学資金を貸与（月額5万円）
	大月市奨学金返還支援補助金
	市内事業所等に勤務し、大月市に 住民登録している者で、奨学金を 返還している方
	●奨学金返還を補助 （1年度につき上限20万円、最長60月分）
	産業観光課 産業振興担当

	　　住まいに関する支援
	No
	制度名
	対象者
	支援内容
	問合せ先
	市営住宅への入居
	高齢者世帯、障害者世帯、18歳未満の子どもがいる世帯、新婚世帯など
	●収入基準等の入居要件を満たす方を対象に市営住宅を提供し、18歳未満の子どもがいる世帯や新婚世帯等は一定の条件のもと収入基準を緩和
	建設課 住宅担当
	木造個人住宅耐震診断支援事業
	昭和56年5月31日以前に着工した 木造個人住宅（2階建以下・延床面積300㎡未満）の所有者
	●耐震診断を実施し、診断費用は 市が全額負担
	建設課 土木建築担当
	木造住宅耐震改修等支援事業
	耐震診断で補強の必要があると された木造住宅の所有者
	●耐震改修等工事費の一部を補助（工事費の10分の10以内、上限125万円）
	木造住宅耐震シェルター設置事業
	耐震診断で補強の必要があると された木造住宅に耐震シェルターを設置する高齢者等世帯の所有者
	●耐震シェルター設置費の一部を 補助 （設置費の10分の10以内、限度額36万円）
	ブロック塀等安全確保対策支援事業
	避難路に面した危険性の高い ブロック塀等の除却又は耐震改修 工事を行う所有者
	●除却又は耐震改修工事費の一部を補助（対象経費の3分の2以内、一般路線上限20万円、重要路線上限30万円）
	家庭用リチウムイオン蓄電池設置 補助事業
	家庭用リチウムイオン蓄電池を設置する人
	●設置費用の一部を補助 （一律5万円）
	市民課 生活環境担当

	No
	制度名
	対象者
	支援内容
	問合せ先
	　　起業・就職に関する支援
	No
	制度名
	対象者
	支援内容
	問合せ先
	大月市地方就職学生支援事業
	肺がん・大腸がん・胃がん・乳がん・子宮頸がん（前年度末未受診の方）等の検診対象者、腹部超音波
	検査・PSA検査の対象者
	20歳～59歳の方
	20歳以上の女性
	20歳以上の方
	特定健診の結果、メタボリックシンドロームのリスクがあり、生活習慣改善による予防効果が期待できる方
	市民
	市民
	生ごみ処理容器および処理機を購入する方
	および市外在住者

	特別聴講生制度
	市民のための相談室
	（大月短期大学）
	シルバーお出かけパス＆障害者
	お出かけパス
	高齢者運転免許証自主返納支事業

